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市民 と市長の日

「市民と市長め日」を 8月1日

(木)午前 9時から正午ま て、市役所

3階市長室で行います

し

新恥

岡田I

農地問題相談 日
「農地問題相談」を 8IJ 1日(村

午前 8時30分か ら午後 5時まで、

市役所 2階農業委 n会・f'.fh' f;'Jてjf

います
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V6月定例市議会 I

えつ

昭和70年度を目標l乙・.

広報

第二次長期基本構想決まる

広 場に続き

6月定例市議会が、 6月3日から26日まで、

24日間の会期で開かれました。今回は、昭和61

年度から 10年間の市政運営の指針となる「第二

次上田市長期基本構想案」、企業立地の促進など

を図る「上田市商工業振興条例の制定案Ji昭和

60年度上田市一般会計補正予算案」など25議案

が審議され、すべて可決・承認されました。

6月議会で決まった60年度予算

算

193億9，491万3千円

98億6，594万3千円

算

5億7，700万3千円

総

852万円

害頁

害買

予

;*総務費

) 0 ニューメディア推進事業(市民啓発)

l*民生費

~ 0 緑が丘児童館新築事業

l*衛生費

; 。家庭雑排水簡易浄化槽
i 汚泥収集促進事業

; 。家庭雑排水汚泥処理施設

: 維持管理等委託料

f *農林水産業費

; 。松くい虫対策諸経費 3267]5千円

i 。農業集落排水事業(農村地域における
集落排水の基本計画作成) 750万円

{ 。新農業構造改善事業(浦里南部) 2，305万円

j 。県営ほ場整理事業(塩田西部) 1， 170万円

j 。団体営農道整備事業(西塩田地区) 1，010万円

j 。県営かんがい排水事業 3，250万円

j 。県営農免道路事業(神畑) 2，100万円

i 。団体営ほ場整備事業
1 (上室賀 ・上塩尻地区)

i*土木費
て望 しか 直リ画事実ででで和実 l 乱

ムして い n し ン期業 施 定す総六現 j 。中之条14号線歩道日置事業 3，000万円

、心将 ま グ聞をすめご合十の! 。表西脇柳原線歩道設置事業 1，800万円

f E22ZてIZT Z主義的証あ 1 0 準用河川改修事業(金窓寺川 常田川) 3，000万円

い地べ れ市 テかかめ本計計度の { 。別所公園事業(遊歩道・修景施設など)5，162万5千円

部域きあ像 ム年にに的画面か基 1* 教 育 費
二う。 に度し 、施」的ら本 i 0 川西中学校ほか校舎改修事業

種中十まに よとた具策はに六的 ( J I:::"1.L~ -L-
を按ーちは りしも体を 、示十施 1 0 仮称第ノ、中学校建設工事設計委託

を都 世」 「 毎ての的効基し五策; 。中学校屋内体育館改修事業

iT号喜22ロ、て弘吉 552竺; 。上田城跡北ゃくら保存修理事業

、し展定た 見|計策に画のま昭 j

補正予算の主な内容(一般会計)

100万円

5，431万1千円

130万円

1，000万円

第

「
第
二
次
上
田
市
長
期
基
本
構
想
」

は
、
昭
和
六
十
一
年
度
か
ら
七
十
年

度
ま
で
、
十
年
間
の
市
政
運
営
を
総

合
的
・
計
画
的
に
進
め
る
指
針
と
な

る
も
の
で
す
。

基
本
構
想
の
骨
格
で
あ
る
施
策
体

系
は
、
上
田
市
を
魅
力
あ
る
ま
ち
に

す
る
願
い
を
込
め
て
制
定
さ
れ
た
、

、
r-
」

mり
匝
桐
仙
仰
い
L
h

甘
甚
』
づ

活
力
に
満
ち
た
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
と
し
て
い
ま
す
。

H

将
来
展
望
へ
の
課
題
。
と
し
て

は
、
第

一
に
「
産
」
「
学
」
「
住
」
の
三

浅
間
科

μ構
想
を
推
進

一
次
長
期
基
本
構
想

い
て
組
み
立
て
て
あ
り
ま
す
。

こ
の
構
想
は
、
「
基
本
構
想
」
「
基
本

計
画
」
お
よ
び
「
実
施
計
画
」
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
基
本
構
想
」
は
、

昭
和
七
十
年
度
を
目
標
年
次
と
し
て
、

上
田
市
の
将
来
の
望
ま
し
い
都
市
像

や
計
画
目
標
を
定
め
、
こ
れ
を
達
成

す
る
た
め
の
基
本
的
な
施
策
を
示
し

T
L

い
+
主

4
1。
「
甘
巷
士
や
礼
川
田
凹
L

H

M
、

出

市

問

柏

崎

仙

ど
各
分
野
の
施
策
を
ど
の
よ
う
に
マ

ッ
チ
さ
せ
る
か
が
大
き
な
課
題
で
す
。

第
六
は
「
文
化
が
根
づ
い
た
地
域
づ

ノ

¥
n，

1，928万4千円

5，000万円

2，600万円

4，280万円

2，000万円

用
料
金
の
改
定
を
し
ま
し
た
。
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別所公園は、昨年度のテニスコート・子供の広場に続き

今年度は遊歩道 ・修景施設などが整備され ます

今年度から 2年計画で

改修される上田城北櫓(やぐら)

系
は
、
上
田
市
を
魅
力
あ
る
ま
ち
に

す
る
願
い
を
込
め
て
制
定
さ
れ
た
、

寸
上
田
市
民
憲
章
」
の
精
神
に
基
づ

活
力
に
満
ち
た
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
と
し
て
い
ま
す
。

H

将
来
展
望
へ
の
課
題
。
と
し
て

は
、
第
一
に
「
産
」
「
学
」
「
住
」
の
三

機
能
が
有
機
的
に
結
合
し
、
地
域
の

豊
か
な
伝
統
と
美
し
い
自
然
に
、
工

業
が
調
和
し
た
ま
ち
づ
く
り
「
浅
間

テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
構
想
の
推
進
」
が
あ

り
ま
す
。
第
二
は
「
高
速
交
通
時
代

へ
の
対
応
」
で
、

北
陸
新
幹
線
の
上

田
駅
併
設
に
伴
う
駅
前
広
場
を
は
じ

め
と
し
た
駅
周
辺
の
整
備
な
ど
、
関

越
自
動
車
道
上
越
線
で
は
上
回
イ
ン

タ
ー

へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
な

ど
で
す
。

次
に
、
第
三
は
「
高
度
情
報
時
代

へ
の
対
応
」
で
、
テ

レ
ト
ピ
ア
構
想

や
ニ
ュ

ー
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
構
想
に
沿
っ
た
ニ
ュ

ー
メ
デ
ィ
ア

の
導
入
を
図
り
、

地
域
に
適
合
し
た

情
報
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
第
四
は
「
快
適
で
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
で
、
市
民
の
生

活
は
「
う
る
お
い

・
ゆ
と
り
」
を
求

め
る
方
向
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
た
め
、

昔
日
の
面
影
を
残
す
地
域
に
散
策
ル

ー
ト
を
設
定
す
る
な
ど
、
自
然
と
の

ふ
れ
あ
い
に
カ
を
入
れ
ま
す
。

第
五
は
「
人
生
八
十
年
時
代

へ
の

対
応
」
で
、
高
学
歴
化、

平
均
寿
命

の
伸
長
な
ど
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
変

化
の
中
で
、
福
祉
・
教
育

・
労
働
な

や
計
画
目
標
を
定
め
、
こ
れ
を
達
成

す
る
た
め
の
基
本
的
な
施
策
を
示
し

て
い
ま
す
。
「
基
本
計
画
L

は
、
構
想

ど
各
分
野
の
施
策
を
ど
の
よ
う
に
マ

ッ
チ
さ
せ
る
か
が
大
き
な
課
題
で
す
。

第
六
は
「
文
化
が
根
づ
い
た
地
域
づ

く
り
」
で
、
文
化
の
視
点
に
立
っ
た

施
策
を
進
め
、
人
間
性
や
地
域
性
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
た
、
あ
た
た
か

い
心
と
連
帯
感
に
支
え
ら
れ
た
ま
ち

づ
く
り
を
し
ま
す
。

条
例
の
制
定
・
改
正

マ
上
田
市
商
工
業
振
興
条
例
の
制
定

東
塩
田
林
間
工
業
団
地
的
造
成
、

浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
構
想
の
中
核
都

市
と
し
て
の
位
置
づ
け
な
ど
、
商
工

業
の
振
興
は
、
す
で
に
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
新
た
に
、
住
工
混
在

の
解
消
と
工
場
誘
致
を
主
目
的
と
し

た
工
場
用
地
の
取
得
お
よ
び
工
場
設

置
な
ど
を
は
じ
め
、

小
規
模
庖
舗
の

近
代
化
事
業
な
ど
に
対
し
て
助
成
措

置
を
講
じ
て
、
企
業
立
地
お
よ
び
商

居
街
の
活
性
化
を
図
る
た
め
制
定
し

ま
し
た
。(
詳
細
は
六
ペ
ー
ジ
)

マ
上
田
市
別
所
温
泉
森
林
公
園
設
置

条
例
の
一
部
改
正

自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
公
園
を
、

森
林
浴
な
ど
市
民
の
皆
様
の
健
康
増

進
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ
う、

森
林
総
合
セ
ン
タ
ー
を
宿
泊
可
能
な

施
設
に
改
造
し
た
こ
と
に
伴
い
、
使

7

L

d

じ

て
1
-
d
-
:
j
L
ZJ
一ac，F

し
て
、
来
る
べ
き
二
十
一
世
紀
を
展

望
し
、
東
信
地
域
内
中
核
都
市
と
し

て
ふ
き
わ
し
い
都
市
機
能
を
も
ち
、

用
料
金
の
改
定
を
し
ま
し
た
。

意

見

書

*
同
和
対
策
の
充
実
強
化
に
関
す
る

意
見
書

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
昭
和

四
十
年
の
同
和
対
策
審
議
会
の
答
申

以
後
、
今
日
ま
で
同
和
対
策
事
業
を

積
極
的
に
推
進
し
、
こ
れ
が
解
決
に

相
応
の
成
果
を
み
て
い
る
。
し
か
し
、

今
日
な
お
差
別
事
象
が
惹
起
(
じ
ゃ

っ
き
)
し
て
い
る
こ
と
は
、
誠
に
遺

憾
で
あ
り
、

ま
た
「
地
域
改
善
対
策

特
別
措
置
法
」
の
有
効
期
限
が
余
す

と
こ
ろ
二
年
と
な
っ
た
現
在
、
同
和

問
題
の
完
全
解
決
へ
の
課
題
は
山
和

し
て
い
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

よ
っ
て
、
政
府
に
お
か
れ
て
は
、

健
康
・
就
職

・
教
育
な
ど
各
分
野
の

抜
本
的
な
施
策
の
充
実
、
差
別
解
消

に
対
す
る
啓
発
活
動
の
強
化
な
ど
、

同
和
問
題
の
早
期
解
決
の
た
め
の
基

本
的
法
律
で
あ
る
「
部
落
解
放
基
本

法
」
を
制
定
さ
れ
る
よ
う
要
請
す
る
。

。
。

こ
の
ほ
か
「
食
料
と
農
業
を
守
り

振
興
す
る
基
本
政
策
及
び
米
穀
政
策

の
確
立
に
つ
い
て
の
意
見
書
」
「
信
越

電
気
通
信
監
理
局
の
存
置
継
続
に
関

す
る
意
見
書
」
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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小
牧
橋
開
通
で
渋
滞
緩
和

左
岸
の
通
勤
時
聞
が
短
縮

橋
が
開
通
し
た
こ
と
か
ら
、
千
曲
川
左
岸
の
交

一

通
渋
滞
が
ど
の
く
ら
い
緩
和
さ
れ
た
の
か
注
目

置

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
左
岸
か
ら
市

一

街
地

へ
の
通
勤
時
間
は
昨
年
と
比

べ
最
高
で
約

叩

十
六
介
短
縮
さ
れ
る
な
ど
、
小
牧
橋
開
通
の
効

一

果
が
は
っ
き
り
出
て
い
ま
す
。

一

市
は
、
朝
の
通
勤
時
間
帯
の
交
通

渋
滞
を
解
消
す
る
た
め
、
一
昨
年
か

ら
「
時
差
出
勤
」
「
パ
ス
・
電
車
へ
の

乗
り
替
え
」
「
バ
イ
ク

・
自
転
車
で
の

通
勤
」
な
ど
、

四
つ
の
方
策
か
ら
な

る
「
交
通
渋
滞
解
消
運
動
」
を
実
施

し
て
い

ま
す
。

交
通
対
策
課
で
は
、
毎
年
六
月
に

「
マ
イ
カ
ー
所
要
時
間
調
査
」
と
「
通

過
交
通
量
調
査
」
を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
今
年
も
六
月
十
七
日
間
か
ら

二
十
二
日
出
ま
で
の
六
日
間
、
こ
の

二
つ
の
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

車

市
は
、
朝
の
ラ

ッ
シ

ュ
時
に
お
け
る
交
通
渋

一
滞
を
解
消
す
る
た
め
、
一
昨
年
か
ら
「
交
通
渋

'
滞
解
消
運
動
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
交
通
対

一
策
課
で
は
、
今
年
も
六
月
十
七
日
か
ら
七
日
間
、

一

「
マ
イ
カ
ー
所
要
時
間
調
査
」
な
ど
の
実
態
調

一
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
五
月
に
小
牧

えつ広報

で

『毛ー勺室、'_t}園、-ti::I-

χ;スmノ)(i市'

6月17日から 6日間実施された通過交通量調査(小牧橋で)

最
高
で
一
六
分
短
縮

マ
イ
カ
ー
所
要
時
間
調
査

「
マ
イ
カ
ー
所
要
時
間
調
査
」
は

市
街
地
へ
向
か
、7
路
線
を
七
路
線
選

び
、
最
も
渋
滞
す
る
時
間
帯
の
通
勤

所
要
時
間
を
調
査
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
千
曲
川
左
岸
で
は
、
上
田

橋
と
古
舟
橋
を
通
る
三
路
線
い
ず
れ

も
、
昨
年
の
同
時
期
調
査
よ
り
約
四

1
十
六
分
短
縮
さ
れ
た
の
が
目
立
ち

ま
し
た
。
こ
れ
は
、

小
牧
橋
開
通
の

効
果
が
表
わ
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

特
に
、
上
田
橋
経
由
の

川
西
支
所

|
西
武
交
差
点
聞
は
、
昨
年
よ
り
約

十
六
分
も
短
縮
さ
れ
、
国
道
一
四
三

号
線
の
流
れ
が
よ
く
な
っ
た
こ
と
が

う
か
が
わ
れ
ま
す
。

千
曲
川
右
岸
で
は
、
畑
山

|
市
役

所
聞
が
昨
年
の
所
要
時
間
よ
り
約
三

分
短
縮
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国

道
一
八
号
線
に
出
る
川
原
柳
交
差
点

付
近
が
二
車
線
か
ら
三
車
線
に
拡
張

さ
れ
た
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
大
屋
市
役
所
聞
は
、

昨
年
よ
り
約
七
分
余
計
に
か
か
っ
て

い
ま
す
が
、

小
牧
橋
の
取
付
道
路
で

あ
る
国
分
川
辺
町
線
が
国
道
一
八
号

線
に
出
た
場
所
へ
国
分
西
交
差
点
が

新
設
さ
れ
た
影
響
に
よ
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。

全
体
で

一
三
二
台
の
減

通
過
交
通
量
調
査

通
過
交
通
量
調
査
は
、
午
前
七
時

か
ら
九
時
ま
で
の
二
時
間
、
市
内
の

秋
和
交
差
点
、
国
分
交
差
点
、
上
田

橋
、
古
舟
橋
な
ど
八
地
点
で
、
市
街

地

へ
向
か
う
通
勤
マ
イ
カ
ー
の
車
両

台
数
を
調
べ
ま
し
た
。
な
お
、
今
年

は
参
考
と
し
て
、
小
牧
橋
と
国
分
西

交
差
点
の
二
地
点
で
も
、
こ
の
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
こ
の
時
間
帯
の
八
地

点
で
の
通
過
台
数
は
、
一
日
あ
た
り

九
千
七
百
十
八
台
(
雨
天
を
除
く
)

と
、
昨
年
の
調
査
に
比
べ
百
三
十
二

台
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

左
岸
(
上
田
橋
と
古
舟
橋
の
合
計
)

で
は
、
四
千
七
ム
ロ
が
市
街
地
へ
流
れ
、

昨
年
よ
り
三
百
四
十
五
台
の
減
少
と

な
り
、
こ
こ
で
も
小
牧
橋
開
通
の
彬

響
が
は
っ
き
り
出
て
い
ま
す
。
一
方
、

右
岸
は
五
千
七
百
十
一
台
と
、
昨
年

に
比
べ
二
百
十
三
台
増
加
し
ま
し
た
。

な
お
、
参
考
と
し
て
調
査
し
た
小

牧
橋
は
、
平
均
通
過
台
数
が
五
百
五

十
九
台
で
し
た
。
こ
れ
に
上
田
橋
と

古
舟
橋
を
加
、
え
る
と
、
左
岸
か
ら
右

岸
へ
渡
っ
た
車
内
計
は
四
千
五
百
六

4
1
4

ハ4口
L
t、
九
。
つ
ナ
、い
4

主
+
'

% 
での23日

による通

事故の多
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地 59年
17日 18日 19日 20日 21日 22日(参考J

主な通過路線 出発 60年
区 調査区間 平 日平均

月 火 水 木 金 土
平日平均

日IJ 車圭 由 t也 時刻j
(雨天を除() 日青 日背 くも り 雨 世百 雨 (用足を除 (1

川西支戸斤+西武交差点 国 道 143号 線
午前 (企19'14")(企17'29")(企 9'19") (41") (企19'09") (，~16'19") 

士千左修区曲} 也11 

7:20 44' 19" 17' 20" 
8.6km 上 田 橋 25' 05" 26' 50" 35'00" 45' 00" 25' 10" 28'00" 

生砧易量7.4今km西武交差在
主要地方道上田丸子線

7:40 31' 03" 
(企 38")(企 8'08")(企 8'08") ( 3'32") (企 8'28")

16' 30冊

( ~ 6'20・)
古 舟橋 30' 25" 22' 55" 22' 55" 34' 35" 22' 35" 24' 43" 

半過山口 今西武交差点 県道上回稲荷山線
7:50 20'05" 

(企1'45")(企 3'35")(. 3'55") (6'55") (企 5'55')
11'00'" 

(4 3'47・)

5.3 km 古舟 橋 18' 20" 16' 30" 16' 10" 27' 00" 14' 10" 16'18" 

下 塩尻4市役 所 国 道 18号線
7:50 18' 12" 

(企2'42") (2'48') (. 3'12') (2'48") (. 5'42") 
14' 10" 

( ~ 2'12') 
千 5.9 km 上 り 15' 30" 21' 00" 15' 00" 21' 00" 12' 30" 16' 00' 
曲

(企 3'59")(企 2'34")(企 3'59") (34") (企1'39")
111 

畑 山→市役所 国道 144号線 7:30 21' 39" 18' 10" 
( ~ 3'03') 

6.7 km 17' 40" 19' 05" 17' 40" 21' 05" 20'00" 18' 36" 
右

岸 中 吉 田→市 役所 県道小諸上回線
7:50 19' 55" 

(企 57') ( 1'25") (2'10") (2'20") (企1'25')
18' 20" 

(18') 

I也
7.1 km (祢 津 街 道) 18' 58" 21' 20" 22' 05" 22' 15" 18' 30" 20' 13" 

区 大 屋今市役所 国道 18号線
7:45 18' 40" 

( 4'10") (5'50") (9'45") (5'55") (7'50聞)
24' 40" 

( 6'54') 

6.7 km 下 り 22' 50" 24' 30" 28' 25" 24' 35" 26' 30" 25' 34' 

だえつー (5)一一一昭和60年 7月16日 広報

マ
イ
カ
ー
所
要
時
間
調
査

ー
よ
田
橋
と

古
舟
橋
を
加
え
る
と
、
左
岸
か
ら
右

岸
へ
渡
っ
た
車
内
計
は
四
千
五
百
六

十
六
台
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
マ
イ
カ
ー
所
要
時
間
調
査
」
は
、

市
街
地

へ
向
か
う
路
線
を
七
路
線
選

あ
る
国
分
川
辺
町
線
が
国
道
一

八
号

線
に
出
た
場
所
へ
国
分
西
交
差
点
が

新
設
さ
れ
た
影
響
に
よ
る
も
の
と
思

(59年 との比較増減)
60年台数

r--
右 左 会 小牧橋

日 時 天候 秋 手口 国分
交差点

神科小 広域農道 祢i掌線
交差点

下堀旧道 岸 古舟橋 上回僑 岸 体 小牧→上堀

59年平日平均
890台 1，239 609 356 1，433 971 5，498 2，778 1，574 4，352 9，850 巳(雨天を除()

6月17日(月) 時
(275) (24) (90) (企54) (121) (企85) (371) (企159)(企107)(企266) (105) 

1，165台 1，263 699 302 1，554 886 5，869 2，619 1，467 4，086 9，955 
ト一一一一一

6月18日(刈 日青
(226) (企28) (83) (企47) (26) (企111) (149) (企267)(企116)(企383)(企234)

527 
1，116台 1，211 692 309 1，459 860 5，647 2，511 1，458 3，969 9，616 

ト一一一一一

6月19日(村 くもり
(205) (企17) (46) (企49) (52) (..98) (139) (企219) (企63)(..282) (企143)

562 
1，095台 1，222 655 307 1，485 873 5，637 2，559 1，511 4，070 9，707 

ト一一一一一

6月20日附 雨
(269) (1) (50) (企46) (33) (..55) (252) (企97) (企82)(企179) (73) 

572 
1，159台 1，240 659 310 1，466 916 5，750 2，681 1，492 4，173 9，923 

ト一一一一一

6月21日制 日青
(278) (企13) (42) (企48) (8) (..74) (193) (..327) (企123)(企450)(A257) 

559 
1，168台 1，226 651 308 1，441 897 5，691 2，451 1，451 3，902 9，593 

ト一一一一一
6月22日(:1:)

雨 1，122台 1，066 600 301 1，427 772 5，288 2，144 1，411 3，555 8，843 586 
(参考)

ト一一一一

60年平日平均 (251) (..7) (62) (企49) (48) (..84) (221) (企214) (..98) (企312) (企91)
561 

(月~金的平JtJ) 1，141台 1，232 671 307 1，481 887 5，719 2，564 1，476 4，040 9，759 
』ーーー

〈参考〉
「・--

60年6月17日(月)-22日仕)
午前7時-9時マイカ一通過交通量調査結果

夏の交通事故防止運動 117~%
夏の交通事故防止運動が 7月27日(土)から 8月18日(日)までの23日

間、県下一斉に実施 きれます 夏は、レジャー 、帰省などによる通

行車両が増加 し、さらに子供が夏休みに入る こ とから交通事故の多

発が予想されます。今回の運動の重点は次のとおりです。

①夏休み中の子供の事故防止 ②シートベルト着用の推進

③老人および自転車利用者の交通事故防止

④二輪車の事故防止



だ 昭和60年 7月16日一一一 (6)ー

工
場
誘
致
・
商
業
の
活
性
化
に

商
工
業
振
興
条
例
を
制
定

1億円を助成

えつ

用地取得に
古
同

自販

広報

六
月
定
例
市
議
会
で
「
上
田
市
商

工
業
振
興
条
例
」
が
制
定
さ
れ
、
七

月
一

日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
条
例
は
、
工
場
や
先
端
技
術

を
扱
っ
て

い
る
研
究
機
関
が
、
新
設

の
工
場
用
地
を
取
得
し
た
場
合
に
最

街
路
間
〆
也
閣
珍
刑
制

H
B
U
1時
間
抑
》
向
抑

b
q
1
'
n
v
ム
H
'
"
'
e、
ず

l
h
F
同
快
吻

誘
致
を
主
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
商
業
振
興
と
し
て
は
、
小
売
業

者
の
居
舗
近
代
化
事
業
に
三
千
万
円

を
限
度
に
助
成
す
る
な
ど
、

商
庖
街

の
活
性
化
も
図
り
ま
す
。

助
成
金
の
交
付
は
、
マ

工
場
や
研

布
九
A
障
附
聞
の
副
市
山
地
蜘
棋
倒
貯
の
v
γ
L
ω
晴
弘

γ
g
m
向
九

戸第 939号

機
関
の
新
設
な
ど
マ
小
売
業
者
の
庖

舗
近
代
化
マ
街
路
灯
や
駐
車
場
な
ど

共
同
施
設
の
設
置
ー
な
ど
八
つ
の
事

業
で
す
が
、
各
事
業
の
主
な
内
容
は

次
の
と
お
り
で
す
。

〈
用
地
取
得
事
業
〉

工
場
や
研
究
機
関
な
ど
が
、
特
定

地
域
内

へ
新
設
・
移
設

・
増
設
す
る

た
め
の
用
地
を
取
得
し
た
場
合
に
助

成
し
ま
す
。

「
新
設
」
で
は
、
工
場
が
三
千
平

方
灯
以
上

(
研
究
機
関
は
千
五
百
平

方
灯
以
上
)
の

用
地
を
取
得
し
た
場

合
に
、
経
費
の
二
O
%
以
内
を
三
年

間
分
割
し
て
交
付
し
ま
す
。(
助
成
限

度
額
一
億
円
)

「
移
設

・
増
設
」
で
は
、
工
場
が

千
五
百
平
方
灯
以
上
(
研
究
機
関
は

千
平
方
灯
以
上
)
の
用
地
を
取
得
し

た
場
合
に
、
経
費
の
二
O
%
以
内
を

二
年
間
分
割
し
て
交
付
し
ま
す
。(
助

成
限
度
額
五
千
万
円
)

〈
工
場
等
設
置
事
業
〉

工
場
や
研
究
機
関
な
ど
が
、
特
定

納
柏
崎
川
明
市
門
へ
硲
芭
体
何

b
長
軒
汎
担
。
作
品
V

U円

d

'
陥
唱

七
月
二
十
七
日
出
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
市
内
は
お
祭
り
ム
ー
ド
一
色

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

「
上
回
わ
っ
し
ょ
い
」
は
、
市
民
み
ん
な
の
お

祭
り
で
す
。
市
民
総
参
加
で
、
夏
の
夜
を
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

設
し
た
場
合
に
助
成
し
ま
す
。

「
新
設
」
で
は
、
投
下
固
定
資
産

総
額
(
土
地
を
除
く
)
が
一
億
円
以

上
の
場
合
に
、
経
費
の
一
五
%
以
内

を
三
年
間
分
割
し
て
交
付
し
ま
す
。

(
助
成
限
度
額
五
千
万
円
)

「
移
設

・
増
設
」
で
は
、
投
下
固

定
資
産
総
額
(
土
地
を
除
く
)
が
五

千
万
円
以
上
の
場
合
に
、
経
費
の
二

O

%
以
内
を
二
年
間
分
割
し
て
交
付

し
ま
す
。(
助
成
限
度
額
三
千
万
円
)

〈
庖
舗
近
代
化
事
業
〉

小
売
業
者
が
四
人
以
下
で
共
同
し

て
庖
舗
を
新
築
ま
た
は
改
築
す
る
場

合
、
経
費
の
二
O
%
以
内
を
助
成
し

ま
す
。(
助
成
限
度
額
三
千
万
円
)

〈
高
度
化
事
業
〉

中
小
企
業
事
業
閏
法
の
適
用
を
受

け
て
設
置
し
た
施
設
が
対
象
で
、
経

費
の
二
O
%
以
内
を
助
成
し
ま
す
。

(
助
成
限
度
額
三
千
万
円
)

〈
共
同
施
設
設
置
事
業
〉

中
小
企
業
団
体
が
設
置
す
る
街
路

灯
、
ア
ー
ケ
ー
ド
、
カ
ラ

l
舗
装
、

計
柾
富
士
州
国
開

ι
u
hど
の
壮
ハ
問
問
跡
地
山
凪
へ
+
も
仙
岨
品
、

そ
れ
そ
れ
本
番
に
備
え
て
、
ル
日
一
開

討
に
余
念
か
な
い
こ
と
て
し
ょ
っ

除
い
た
投
下
固
定
資
産
総
額
が
百
万

円
以
上
)
に
、
経
費
の
三
O

%
以
内

を
助
成
し
ま
す
。
(
助
成
限
度
額
千
五

百
万
円
)

ま
た
、

同
団
体
が
設
置
す
る
共
同

庖
舗
、
工
場
集
団
化
共
同
化
施
設
な

ど
(
土
地
を
除
い
た
投
下
固
定
資
産

総
額
が
千
万
円
以
上
)
に
、
経
費
の

二
O
%
以
内
を
助
成
し
ま
す
。(
助
成

限
度
額
二
千
万
円
)

〈
公
害
防
止
施
設
設
置
事
業
〉

中
小
企
業
な
ど
が
設
置
す
る
公
害

防
止
施
設
(
土
地
を
除
い
た
投
下
固

定
資
産
総
額
が
五
百
万
円
以
上
)
に、

経
費
の
二
O
%
以
内
を
助
成
し
ま
す
。

(
助
成
限
度
額
千
万
円
)

〈
従
業
員
福
祉
施
設
設
置
事
業
〉

中
小
企
業
な
ど
が
設
置
す
る
従
業

員
宿
舎
、
保
健
施
設
、
託
児
施
設
な

ど
(
土
地
を
除
い
た
投
下
固
定
資
産

総
額
が
千
万
円
以
上
)
に
、
経
費
の

二
O
%
以
内
を
助
成
し
ま
す
よ
助
成

限
度
額
千
万
円
)

〈
技
能
者
聾
成
施
設
設
置
事
業
〉

中
小
企
業
団
体
な
ど
が
設
置
す
る

職
業
訓
練
の
た
め
の
施
設
が
対
象
で
、

経
費
の
二
O
%
以
内
を
助
成
し
ま
す
。

(
助
成
限
度
額
千
万
円
)

1
11
1
1
1
1

・i
l
l
l
i
-
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商
工
業
振
興
条
例
に
関
す
る
お
問

い
合
わ
せ
は
、
商
工
課
(
告
⑫
4
1

0
0
内
線
6
0
4
}

ヘ



.tr;グ〉
九

機助活
関成性
の金 化
用のも
地交図
取付り
{与はま
マ、す
工マ 。と

場工
や士易

研や
究石汗

吋
凶限
四
時
局
説
明
司
弓
fF.
円」

〈
工
場
等
設
置
事
業
〉

工
場
や
研
究
機
関
な
ど
が
、
特
定

地
域
内
へ
建
物
を
新
設

・
移
設

・
増

2 

を
扱
っ
て
い
る
研
究
機
関
が
、
新
設

の
E
助
用
地
を
取
件
し
た
場
合
に
故

質
問
〆
盟
国
い
を
曲
抑
止
抗
す
る
な
ど
、
工
場

ハソ共
同
施
笥
笥
置
古
事
業
〉

中
小
企
業
団
体
が
設
置
す
る
街
路

灯
、
ア
ー
ケ
ー
ド
、
カ
ラ
ー
舗
装
、

駐
車
場
な
ど
の
共
同
地
設
へ
土
地
を

一

七

月

二
十
七
日
也
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
市
内
は
お
祭
り
ム

i
ド

一
色

一

…
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

「
上
回
わ
っ
し
ょ

い」

は
、
市
民
み
ん
な
の
お
一

一
祭
り
で
す
。
市
民
総
参
加
て
、
夏
の
夜
を
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

一

一

今

年

は

N
H
K
「真
田
太
平
記
」
放
映
を
記
念
し
て
、
各
参
加
連
一

一
に
真
田
太
平
記
の
ウ
チ
ワ
を
配
布
し
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
は
、
灯
ろ
う
一

一
に
マ

l
ク
を
入
れ
た
り
、
真
田
太
平
記
放
映
記
念
の
旗
を
各
参
加
連
に

一

一
貸
し
出
し
ま
す
。
ま
た
、
鎧
(
よ
ろ
い
)
に
扮
し
た
真
田
十
勇
士
を
中

一

一
央
交
差
点
に
配
置
し
た
り
、
い
ろ
い
ろ
計
画
し
て
い
ま
す
。

一

じ
け

一
日
か
ら
始
ま

っ
た
各
速
の

申
込
受
付
は
、
こ
の
十
五
日
で
締
め

切
ら
れ
ま
し
た
。
本
番
ま
で
あ
と
わ

ず
か
。
申
し
込
み
を
さ
れ
た
各
連
は
、

7月27日(士)は市民みんなで

そ
れ
ぞ
れ
本
番
に
備
え
て
、
十件
目
線

引
に
ふ
小
念
か
な

い
こ
と
で
し
ょ
-
7

事
務
所
開
き
は

7
月
辺
日
間

本
年
は

「
上
回
わ

っ
し
ょ
い

」
の

事
務
所
が
、
上
回
商
工
会
議
所
前
の

上
田
市
農
業
協
同
組
今
上
回
事
業
所

の
二
階
に
置
か
れ
ま
す
。

事
務
所
聞
き
は
、

じ
月
二
卜
e

d

白

川
午
後
行
い
ま
す
。
事
務
所
聞
き
が

済
む
と

「
上
田
わ

っ
し
ょ
い

」
の
事

務
は
、
す
べ
て
こ
の
事
務
所
で
行
い

ま
す

電
話
は
⑮

0
0
5
5
で
す
。

連

会

議

は
7
月

M
日
嗣

お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た
淳
一
に
は
、

連
会
議
の
通
知
を
お
送
り
し
ま
す

連
会
議
は
七
月
二
卜
問
日
州
市
民
会

館
二
階
会
議
本
で
行

い

ま

す

こ

の

会
議
て
は
、
述
の
配
訳
、
当
け

の一
川

立
事
項
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
、

ま
た
、
速
の
先
頭
に
立
て
る

「
迎
ど

う
ろ
う
」
の

紙、

う
ち
わ
な
ど
を
お

注
し
し
ま
す

連
の
代
表
の
皆
さ
ん
は
、
必
ず
出

席
し
て
く
だ
さ
い
。

o 1cト 高

内わ 王
線せ業
6は :tJi
0 、興

4商条 企
工 例 '

へ課 に |

(関 1

E す|
⑫る|
4 お
1 問

連

、
ど
、
つ
ろ
う
の

お
申
し
込
み

連
の
前
に
は
、

「連
ど
つ
ろ
う
」
を

立
て
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て
い

ま
す
。
紛
失
し
て
し
ま

っ
た
連
や
新

し
い
連
に
は
、
事
務
局
で
実
費
(
一
本

約
三
千
円
)
で
お
わ
け
し
ま
す

今
年
は
、
真
田
太
一
平
記
放
映
記
念

の
肱
を
実
行
委
員
会
て
用
志
し
て
、

七
月
二
十
四
日
の
連
代
表
者
会
議
て

貸
し
出
し
ま
す
。
た
だ
し
、

「
さ
お
」

は
各
参
加
速
で
用
立
し
て
く
だ
さ
い

放
送
設
備

の

取
り
付
け

お
祭
り
の
数
日
前
か
ら
、
ス
ヒ
ー

ヵ
ー
な
ど
の
取
り
付
け
作
業
が
始
ま

り
ま
す
。
背口
一監
の
試
験
な
ど
で
、
お

ん
滑
り
広
場
付
近
に
お
住
ま
い

の
皆
さ

ん
な
ど
に
御
述
必
を
お
か
け
し
ま
す

しか
、
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

生
演
会
連
は
、
今
月
の
初
め
か
ら

上
回
公
凶
の
総
合
展
ぷ
館
て
純
計
を

始
め
て
い
ま
す
。

4

一ト
て
日
か
ら
は

毎
晩
、
こ
こ
で
練
宵
を
し
て
い
ま
す

の
で
、
踊
り
連
の
皆
さ
ん
も
練
習
を

兼
ね
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い

J



第14回上田わっしょい案内図
.交通規制.パス路線変更・タクシー乗り場

くださし、。

7月27日の交通規制は、原町・与野田T・松尾町・大門町の各通りは 午後5時か勺10時15分まで

通行出来ません。なお鷹匠町一上田駅ー西武までは午後6時までお祭り広場へ車の乗り入れが

できます。周辺道路も交通が規制されます。警察 ・交通安全協会員・交通指噂員 ・実行委員

会役員の指示に従っていただき 、楽しいお祭りにしましょう 。

7月27日比)プログラム

みこし午後 5:00~7: 15 
お ど り 午 後 7:30~9: 30 

~歩行者道路 一 一 一方通行

う 回 路 ・一一ー・一方通行解除(たたし

千曲パス

午後7:00以後佐久

方面一国道18号一

秋和(西武前

歩行者道路は積断できなL、)

川中島パ ス

午後7:00以後国

道18号を通過(西

川中島パス

午後5:00~7:0。

大屋- ~匠町一西
武前一公園前一戸

倉上山田温泉



千曲パス

午後7:00以後佐久

方面は西武前へ入

上田交通パス

も停車

午後7:00以後駅前

バス停がここ

へ移動

午後 7 時~10時15分、駅前タク

シー乗り場は、イトーヨ-力ド

ー前へ移動。

午後10時15分以降は、ふだんの

タクシ一乗り場へ移動。

市役所

やぐら下駐車場

⑨ 

古舟橋へ
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さあ上回わっしょい

み
こ
し
は
午
後

5
時
か
ら

踊
り
は
同

7
時
犯
『
分
か
ら

本番です

午
後
五
時
、
お
祭
り
広
場
は
歩
行

者
用
道
路
に
な
っ
て
、

各
所
か
ら

「
み

こ
し
」
が
か
つ
ぎ
出
さ
れ
ま
す
。
今

年
も
十
数
台
の

「み

こ
し
」
が
出
ま

す
。

ル
ー
ル
を
守

っ
て
楽
し
く
か
つ

き
ま
し
ょ
う
。
「
み
こ
し
」
の
時
間
は
、

午
後
七
時
十
五
分
ま
で
で
す
。

午
後
七
時
三
十
分
か
ら
「
上
回
わ

っ
し
ょ
い
」
の
踊
り
が
始
ま
り
ま
す
。

えつ広報戸年¥939号

家
庭
雑
排
水
簡
易
淳
化
槽 上

田
市
役
所
正
面
玄
関
前
の
ス
テ
ー

ジ
で
生
演
奏
が
行
わ
れ
、
「
上
田
わ
っ

し
ょ
い

」
の
曲
が
お
祭
り
広
場
に
流

れ
ま
す
。
中
間
に
十
分
れ
の
休
憩
を

は
さ
ん
で
、
踊
り
は
午
後
九
時
三
十

分
ま
で
続
き
ま
す
。

本
部
は

上
田
商
工
会
議
所
前

本
部
は
、
上
田
商
工
会
議
所
前
に

設
け
ま
す
。
緊
急
の
連
絡
、
け
が
、

急
病
人
な
ど
は
本
部
へ
御
連
絡
く
だ

さ
い
。

ま
た
、
例
年
、
迷
チ
が
多
く
出
ま
す
。

お
r
ず
さ
ん
か
ら
目
を
離
さ
な
い
で
く

だ
さ
い
。
万
一
、
お
子
さ
ん
が
迷
子

に
な

っ
た
と
き
は
、
本
部
へ
御
連
絡

く
だ
さ
い
。

電
話
は
⑮

0
0
5
5
で
す
。

シ
ル
バ
ー
シ
l
卜
を

設
け
ま
す

原
町
の
ユ
ニ
ー
と
上
田
信
用
金
庫

本
円
前
に
、
体
の
不
向
由
な
人
の
席

(
シ
ル
バ

ー
シ
l
卜
)
を
設
け
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
御
利
用
く
だ
さ
い
。

中
央
交
差
点
付
近
は
、
例
年
、
大

変
混
雑
し
ま
す
。
お
年
寄
り
、

f
供

連
れ
の
皆
さ
ん
は
、
で
き
る
だ
け
こ

の
辺
を
避
け
る
よ
、
7
に
し
ま
し
ょ
、
7
3

交
通
規
制
は

午
後

5
時
1
同
同
時
日
分

当
日
は
、
午
後
五
時
か
ら
同
十
時

十
五
分
ま
で
、
お
祭
り
広
場
へ
↑
阜
の

乗
り
入
れ
が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
に

伴

っ
て
周
辺
道
路
も
交
通
が
規
制
さ

れ
ま
す
。

お
祭
り
広
場
内
外
の
交
通
整
理
及

び
雑
踏
笹
備
は
、
警
察
署

・
交
通
安

全
協
会

・
交
通
指
導
員
の
皆
さ
ん
の

御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の
指

示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

バ
ス
停
が
移
動
し
ま
す

午
後
瓦
時
か
ら
、
お
祭
り
広
場
の

中
の
バ
ス
停
は
使
、え
な
く
な
り
ま
す
。

上
田
駅
前
の
停
留
所
は
、
午
後
七

時
か
ら
西
武
上
回
匹
前

へ
移
り
ま
す
。

そ
の
他
パ
ス
の
運
行
が
変
わ
り
ま
す

の
で
、
裏
面
の
案
内
図
を
御
覧
く
だ
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キ
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η
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4
也、

①
の
よ
う
に
排
水
中
の
固
型
分
を
槽

内
に
沈
殿
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
浄
化

を
行
う
も
の
で
す
。
排
水
は
第

1
槽

に
流
入
し
た
後
、
大
き
な
固
型
分
と

さ
い
。

タ
ク
シ
ー
乗
り
場
も

タ
ク
シ
ー
乗
り
場
も
午
後
七
時
か

ら
イ
ト

l
ヨ
|
カ
ド
|
前
へ
移
動
し

ま
す
。
交
通
規
制
解
除
の
午
後
十
時

三
十
分
か
ら
は
、
上
田
駅
前
へ
も
ど

り
ま
す
。
現
場
係
員
の
指
示
に
従

っ

て
く
だ
さ
い
。

駐
車
場
の
案
内

上
田
わ

っ
し
ょ
い
実
行
委
員
会
て

用
立
し
て
あ
る
以
面
の
案
内
図
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

付
近
の

道
路
は
駐
車
禁
止
に
な
っ
て
い
ま
す

て
き
る
だ
け
バ
ス
、
返
事
等
交
通
機

関
を
御
利
用
く
だ
さ
い
。
お
か
り
が

終
わ
る
と
、
西
武
上
回
居
前
か
ら
臨

時
パ
ス
が
出
ま
す
。

別所温泉行
下之電車駅から前 七山

fTパスに4華航

別所温泉行
下之郷軍Rから"ス掩
純なし

別所i品泉行
F之郷軍1かり札 f町
lT、7.1こ持続

別所『品泉行
1之郷駅から，、 7、指

向な」

21:35 
l邸b時 )

21:58 
i 定期)

目
や
す
)
と

N
l
H
E
X
F泊
分
)

の
変
化
の
状
況
で
す
。
測
定
値
が
横

ば
い
と
な
る
時
点
を
槽
の
浄
化
能
力

の
限
界
と
考
え
る
と
、

N
ー
H
E
X
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家
庭
雑
排
水
簡
易
淳
化
槽

第 939号ー

汚
泥
収
集
の

依
頼
申
し
込
み
に
御
協
力
を

市
が
、
常
磐
城
地
籍
に
建
設
を
進

め
て
い
る

「
家
庭
雑
排
水
汚
泥
処
理

施
設
」
が
近
々
完
成
し
ま
す
。

こ
の

施
設
の
完
成
に
よ
り
、
家
庭
雑
排
水

簡
易
浄
化
槽
の
汚
泥
収
集
は
、
九
月

一一

日
か
ら
開
始
に
な
る
予
定
で
す
。

市
で
は
、
汚
泥
収
集
の
開
始
を
前

に
、
市
内
各
地
で
地
区
別
懇
談
会
を

だえつー (7)一一一昭和60年 7月16日 広報

す
ー
1
0
0噌
1
1
1
止

開
催
し
て
、
自
治
会
ご
と
に
収
集
依

頼
申
込
書
の
取
り
ま
と
め
を
お
願

い

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
地
区
毎
の
包

括
収
集
(
全
戸
一
斉
清
掃
)
を
推
進

す
る
た
め
、

自
治
会
ご
と
に
年
四

1

六
回
の
定
期
収
集
を
行
う
も
の

で、

収
集
は

一
自
治
会
に

一
収
集
業
者
と

し
、
料
金
は
二
百
日
槽
で
千
円
、
専

訂
下
山
川
引
け
斗

下
S
J一

簡易浄化槽構造図

r250--4150特立→←400寸
平 面図

図①

ー-・・ー

図面立

用
収
集
車
に
よ
り
収
集
を
行
い
ま
す
。

収
集
依
頼
申
し
込
み
に
つ
い
て
皆
様

の
御
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

二
か
月
に

一
度
は

浄
化
槽
の
清
掃
を

家
庭
雑
排
水
簡
易
浄
化
槽
は
、

図

簡易浄化槽の水質変化

BOD浄化限界

油分浄化限界

13000 

-0ー:BOD(生物的献要求量)

-・-:N-Hex (油分)

XlO'図②
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(
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)

①
の
よ
う
に
排
水
中
の
固
型
分
を
槽

内
に
沈
殿
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
浄
化

を
行
う
も
の
で
す
。

排
水
は
第

1
槽

に
流
入
し
た
後
、
大
き
な
国
型
分
と

油
分
が
除
去
さ
れ
、

L
字
管
を
通
じ

第

2
槽
に
流
入
し
、
比
較
的
小
さ
い

固
型
分
が
除
去
さ
れ
た
後
、
第

3
槽

か
ら
流
出
し
ま
す
。
槽
内
の
沈
殿
物

が
多
く
な
る
と
沈
殿
物
が
槽
外
へ
流

出
し
ま
す
の
で
、
定
期
的
な
清
掃
が

必
要
で
す
。

図
②
は
、
生
活
環
境
課
が
市
内
の

家
庭
の
協
力
に
よ
り
槽
を
清
掃
し
た

後
の
水
質
変
化
を
調
査
し
た
も
の
で
、

B
O
D
(水
質
の
有
機
的
な
汚
濁
の

E
V
 

E

，，
 、、圃、

.
 

.
 
，一
ン、ン

市
で
は
、
家
庭
雑
排
水
簡
易
浄
化

槽
汚
泥
の
収
集
が
開
始
さ
れ
る
に
あ

た
り
、
環
境
浄
化
運
動
の
推
進
用
シ

ン
ボ
ル
ス
テ

ッ
カ
ー
を
、
次
に
よ
り

募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
・
・
・
上
田
市
民

作
品
の
内
容
・
・・河
川
浄
化
を
中
心
と

100(日)90 80 70 60 50 40 30 20 10 
。

環境浄化運動

マークを募集

生活環境課環境指導係

目
や
す
)
と
N
l
H
E
X
F泊
分
〕

の
変
化
の
状
況
で
す
。
測
定
値
が
横

ば
い

と
な
る
時
点
を
槽
の
浄
化
能
力

の
限
界
と
考
え
る
と
、
N
l
H
E
X

で
は
七
十
五
日
、

B
O
D
で
は
九
十

日
が
浄
化
能
力
の
限
界
だ
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

こ
の
調
査
を
行
っ
た
家
庭
で
は
、

台
所
の
流
し
台
に
水
切
り
容
器
で
前

処
理
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な

家
庭
で
は
三
か
月
に
一
度
、
ま
た
前

処
理
を
行
っ
て
い
な
い
家
庭
で
は
二

か
月
に
一
度
は
槽
の
清
掃
を
行
っ
て

く
だ
き
い
。

E⑫4100内線302

し
た
市
民
の
環
境
浄
化
運
動
推
進

の
シ
ン
ボ
ル
ス
テ

ッ
カ
ー
で
、
シ

ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
と
簡
潔
な
文

章
で
表
現
し
て
く
だ
さ
い
。
色
は

一一一
j
四
色
で
、
大
き
さ
は
一
辺
十

二
仰
の
正
方
形
、
ま
た
は
直
経
十

二
仰
の
円
形
。
た
だ
し
、
実
用
大

は
半
分
に
縮
小
し
使
用
し
ま
す
。

表

彰

:
・
入
賞
は
一
点
と
し
、
記
念

品
を
お
贈
り
し
ま
す
。

応
募
方
法
・
・
・
作
品
は
八
月
五
白
川
ま

で
に
「
干

3
8
6

上
田
市
大
手

一
1

一
一
一

六

上
田
市
役
所

生
活
環
境
課
」
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
応
募
作
品
は
お
返

し
し
ま
せ
ん
。
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母
と
子
の
触
れ
合
い

か
添
い
寝
d

と
グ

え

育
児
で
も
っ
と
も
大
切
な
こ
と
は
、

お
母
さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
の
直
接
的
な

触
れ
合
い
で
す
。
今
回
は
、
お
母
さ

ん
と
赤
ち
ゃ
ん
の
肌
の
触
れ
合
い
と

し
て
代
表
的
な
か
添
い
寝
。
と
か
だ

っ
こ
。
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

少
し
前
ま
で
は
、
赤
ち
ゃ
ん
の
窒

息
事
故
な
ど
に
つ
な
が
る
か
ら
と
、

砂
添
い
寝
。
は
危
険
な
も
の
と
さ
れ
、

あ
る
程
度
大
き
く
な
る
ま
で
避
け
る

べ
き
こ
と
が
ら
と
し
て
言
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
は
だ

ん
だ
ん
考
え
方
が
改
め
ら
れ
て
、
今

年
の
二
月
か
ら
は
妊
娠
し
た
お
母
さ

ん
方
へ
母
子
手
帳
の
副
読
本
と
し
て

渡
き
れ
る
『
赤
ち
ゃ
ん
』
と
い
う
本

に
ρ

添
い
寝
d

こ
そ
育
児
の
原
点
だ

t
金
首
か
れ
い
f
Q
ト

L
T
7
に
介
。
白
川

J
S
mし
た
。

つ広報

だ
っ
ιー

か
添
い
寝
。
は
、
お
母
さ
ん
と
赤

ち
ゃ
ん
の
触
れ
合
う
機
会
と
し
て
よ

い
こ
と
で
す
が
、
首
が
す
わ
る
前
の

赤
ち
ゃ
ん
の
場
合
は
、
お
母
さ
ん
が

う
っ
か
り
寝
こ
ん
で
し
ま
う
と
、
赤

ち
ゃ
ん
の
窒
息
事
故
に
つ
な
が
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
十
分
気
を
つ

け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
八
か
月
か
ら
一
歳
ご
ろ
ま

で
の
赤
ち
ゃ
ん
が
夜
泣
き
な
ど
し
て
、

な
か
な
か
寝
つ
か
な
い
と
き
、
お
母

さ
ん
が
い
っ
し
ょ
に
寝
て
あ
げ
る
と

安
心
し
て
寝
つ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

お
母
き
ん
が
昼
間
い
っ
し
ょ
に
い
な

い
場
合
な
ど
は
、
特
に
触
れ
合
う
よ

い
機
会
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
一
晩
中
い

っ
し
ょ
に
寝

て
い
る
と
、
赤
ち
ゃ
ん
が
寝
返
り
を

う
っ
た
び
に
お
母
さ
ん
は
目
を
覚
ま

し
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
し
、
赤
ち
ゃ

ん
も
お
母
き
ん
の
体
温
が
暑
く
て
布

団
か
ら
出
て
し
ま
い
、
カ
ゼ
を
ひ
い

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
お
互

い
に
安
眠
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
の

φ
i
¥

，而

w'りわ
、

l
ん

M
u
z
m
+り
つ
い
れ
九
J

り
十
叩

市
民
の
森
で
森
林
浴
研
修
会
V

保
健
補
導
員
き
ん
を
対
象
と
し
た
森

林
浴
指
導
者
研
修
会
が
、

7
月

9
日
市 団

を
別
に
し
て
、
ひ
と
り
に
し
て
あ

げ
ま
し
ょ
う
。
そ
の
う
ち
に
、
ひ
と

り
寝
の
習
慣
も
つ
い
て
き
ま
す
。

次
に
か
だ
っ
こ
。
に
つ
い
て
で
す

が
、
赤
ち
ゃ
ん
は
「
お
腹
が
す
い
た

よ
。
お
し
め
が
ぬ
れ
て
る
よ
」
と
、

お
母
さ
ん
に
助
け
を
求
め
る
と
き
に

泣
き
ま
す
。

こ
の
と
き
、
お
母
さ
ん

が
す
ぐ
に
き
て
く
れ
れ
ば
、
赤
ち
ゃ

ん
の
心
は
安
定
し
、
お
母
さ
ん
へ
の

信
頼
感
が
芽
生
え
ま
す
。

こ
の
信
頼
感
が
、
お
母
さ
ん
と
赤

ち
ゃ
ん
の
つ
な
が
り
の
源
に
な
る
訳

で
、
も
し
泣
い
て
も
お
母
さ
ん
が
き

て
く
れ
な
か
っ
た
ら
、
泣
い
て
も
し

ょ
う
が
な
い
か
ら
黙
っ
て
い
よ
う
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
う
い
っ

た
赤
ち
ゃ
ん
は
、
お
と
な
し
い
子
、

手
の
か
か
ら
な
い
良
い
子
と
さ
れ
て

き
た
の
で
す
が
、
半
面
で
人
間
に
興

味
を
示
き
な
い
子
、
親
へ
の
信
頼
の

薄
い
子
に
な
り
が
ち
に
な
る
と
、
い

ろ
い
ろ
な
観
察
の
結
果
か
ら
明
ら
か

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

泣
き
ぐ
せ
、
抱
き
ぐ
せ
が
つ
い
た

ら
困
る
か
ら

ρ

だ
っ
こ
。
は
し
な
い

と
考
え
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
こ
う
い

っ
た
こ
と
の
方
が
問
題
に
な
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
で
き
る
だ
け
時
間
を
み

つ
け
て
は

ρ

だ
っ
こ
u

を
し
て
、
肌

と
肌
の
直
接
的
な
解
れ
合
い
を
持
ち

も
の
を
大
切
に
・
・
・

不
用
品
登
録
情
報

市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄

せ
ら
れ
た
不
用
品
の
登
録
を

か
不
用

品
登
録
情
報
。
と
し
て
、
月
一
回
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

不
用
品
の
登
録
を
さ
れ
る
方
は
、

次
の
事
柄
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

①
ゆ
ず
り
た
い
品
物
が
あ
る
人
は
、

品
名
、
程
度
、
数
量
、
希
望
価
格
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
な
ど
を

生
活
環
境
課
へ
登
録
し
て
く
だ
さ

②
ゆ
ず
っ
て
ほ
し
い
品
物
が
あ
る
人

も
あ
ら
か
じ
め
申
し
出
て
登
録
し

て
く
だ
さ
い
。

③
生
活
環
境
課
で
は
、
ゆ
ず
っ
て
ほ
し

い
人
に
不
用
品
の
紹
介
を
し
ま
す
。

紹
介
を
受
け
た
人
は
不
用
品
登
録

者
と
直
接
交
渉
し
、
価
格
、
取
り

引
き
方
法
な
ど
を
決
め
て
く
だ
さ

④
紹
介
を
受
け
た
人
は
、
取
り
引
き

の
結
果
(
成
立
、
不
成
立
に
か
か
わ

ら
ず
)
を
生
活
環
境
課
へ
、
必
ず

十
日
以
内
に
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

不用品登録情報(主なもの) ( 7月6日現在)

ゆずります く希望価格>I ゆずってください

うンドセ/レ(黒) 無 料|三輪車

へアードライヤー 300円|ベビーベッド

ホットカーラー 無料|コンビラ ック

スパイクタイヤ位協古内 8，000円|ベビー服(男児、 1-3棚)

プロパン瞬間湯沸器 話し合い|おもちゃ (1-3歳用)

ダフールベッ ド用マット 無料|洗濯機

石油小型給湯機 話し合い|換気扇

ソファー 無料|冷蔵庫 (小型、中型)

シャンデリア 5，000円|都市カ スフロー式

戸だな 1，000円|都市ガス瞬間湯沸器

編機 5，000円|ソファーベッド

製図小物セット 4，000円|電動ミシン (ポータブル)

プレハブ。の部屋 (6畳) 話し合い|和文タイプライター

。じゅうぶんに活用できる不用品~I 下駄箱
どんなものでも登録しましょう。|卓球台

〉ゆずりたい品物、ゆずってほしい品物がありましたら、生活

環境課生活係(宮⑫4100内線301)へお気軽に御連絡を。
紹介後のトラブルなどについては、責任を負いかねます

ので御了承ください。



方
べ
母
子
毛
帳
の
副
読
本
と
し
て

渡
さ
れ
る
『
赤
ち
ゃ
ん
』
と
い
う
本

に
H

添
い
寝
。
こ
そ
育
児
の
原
点
だ

と
世
H

か
れ
る
よ
-7
に
な
り
ま
し
た
。

団
か
ら
出
て
し
ま
い
、
カ
ゼ
を
ひ
い

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
お
互

い
に
安
眠
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
の

で
、
赤
ち
ゃ
ん
が
落
ち
つ
い
た
ら
布

市
民
の
森
で
森
林
浴
研
修
会
V

保
健
補
呼
員
さ
ん
を
対
象
と
し
た
森

林
浴
指
導
者
研
修
会
か
、

7
月

9
日
市

民
の
森
公
園
で
、
約
刊
人
が
参
加
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
研
修
会
の
午
前
中
は
、

前
教
育
長
の
滝
沢
石
さ
ん
の
講
演
な
ど

が
あ
り
、
午
後
は
森
林
浴
を
す
る
た
め

に
公
園
内
の
遊
歩
道
を
約

1
時
間
に
わ

た
っ
て
歩
き
ま
し
た
。

だ

企バイオテクノロジー講演会
市や上田市農協など主催の「ノ〈イオテクノロジー講演会」が、 6月21日

上田市文化セ ンターホールで、約400人が出席して聞かれました。講演会

では、信大繊維学部・加藤泰正教授など 3氏が、バイオの各地域での取り

組み状況、バイオ技術を使つての水耕栽培などについて講演しました。

えつー (9)一一一一 昭和60年 7月16日 広報

で
す
か
ら
、
で
き
る
だ
け
時
間
を
み

つ
け
て
は

n
だ
っ
こ
。
を
し
て
、
肌

と
肌
の
直
接
的
な
解
れ
合
い
を
持
ち

↓
守
会

l
l
レ
op
A
，
、q
J

。

ランドセル(

ヘアードラ ノ

ホット カーう

スノfイクタ イ

7ロノぞン瞬再

夕、ブlレべッ}

石油小型給1

ソファー

ンャンデリ 7

Pだな

編機

製図ノj、物セ 、

プレハブの音

。じゅうぶ八

どんなを

企元気に、おみこしごっこ、
神科第一保育園(園児数145人)では 7月10日、いおみこし

ごっこいが行われました。豆 しはりに法被姿の園児たちは

自分たちで造った「みこし J 5基をかつぎながら、 「わっ し

ょい、わっしょしりと元気よく、近くにある上田市農協神

科支所まで練り歩きました。

。ゆずりたい

〈環境課生活
紹介後のト

めで御了 承

お盆の「くみ取り」はお早めに

例年、お盆が近づくと各

家庭や事業所からのトイレ

のくみ取りが多くなリます。

業者へは早めに申し込みを

され、 くみ取りが集中する

ことのないように御協力を

お願いします。

「上岡市海の家」の御利用を

[>谷 j兵海岸…旅館「飯田屋」宮0255⑮2101・2757

b能生浜海岸・一民宿「かなは ち」合0255⑬2316

※お申し込みは電話で直接、海の家へ。予約を取

り消すときは、必ず海の家へ御連絡を。

谷;兵と能生に予j~941
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お知らせグ
も
う
か
り
ま
す
4

え

商
法
に
御
注
意

つ広報

県
上
回
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

宮
(⑫

8
5
1
7

生
活
環
境
課
生
活
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
3
0
1

金
の

現
物
ま
が
い
商
法

....第 939号

最
近
、
「
金
の
現
物
ま
が
い
商
法
」

が
、
全
国
的
に
大
き
な
社
会
問
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
商
法
は
、

ま
ず
電
話
で
金
の

購
入
を
勧
め
、
少
し
で
も
関
心
を
示

す
と
、
す
ぐ
に
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
訪

問
し
、
言
葉
巧
み
に
購
入
を
勧
め
ま

b

l

伺
m
n
仏
M
H
n
u

l
v
M
亀
戸
』
い
い
ゆ
同

寸
宰
犬

54凶
w
iり
つ

939号一

「
サ
マ
l
Jれ
小
宝
く
じ
」

土田公園で6月23日、市内3大学の学生

ガ、交流フェスティJiル「上回の森J を開

きました。この催しは、市民と学生の交流

ガ目的で今年で4回目。会場には舞台も設

けられ、各大学の催し物、ミス上回の森コ

ンテストなどガ次々と行われまし疋。

と
い
い
話
が
あ
る
」
と
、
買
っ
た
は

ず
の
金
の
現
物
を
会
社
に
預
け
る
と

い
う
形
の
契
約
を
さ
せ
ま
す
。

結
局
、
金
を
買
つ
た
め
に
現
物
は

な
く
、
預
り
証
か
手
元
に
残
る
だ
け

で
、
そ
の
後
は
強
引
に
契
約
を
更
新

さ
せ
ら
れ
た
り
、
解
約
を
申
し
出
る

と
多
額
の
違
約
金
を
請
求
さ
れ
た
り

し
ま
す
。
特
に
、
主
婦
や
お
年
寄
り

に
被
害
者
が
多
く
、
な
か
ば
強
引
に

契
約
さ
せ
ら
れ
、
大
切
な
生
活
資
金

ま
で
失
っ
て
し
ま
っ
た
例
も
あ
り
ま

す
。

安
易
に

と
び
つ
か
な
い

そ
の
他
、
ゴ
ル
フ
会
員
券
の
購
入

を
利
用
し
た
契
約
を
結
ば
さ
れ
、
同

様
の
手
口
で
被
害
に
あ
う
例
も
全
国

的
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た

お
間
ゆ
広
川
M

M
汁
ド
ih
iu
、

布
陣
M
叶
旗
開
口
問
ψ
尤
帖
仰
恥
帆

氏
名
を
-
記
入
し
て
く
だ
さ
い
)

そ
の
他
:
・
「
予
約
券
」
「
は
が
き
」

一

枚
で
二
十
枚
ま
で
予
約
で
き
ま
す
。

引
や
マ
ル
チ
ま
が
い
商
法
な
ど
、
必

ず
も
う
か
る
と
か
、
う
ま
い
話
が
あ

る
と
言
葉
巧
み
な
勧
誘
に
の
せ
ら
れ

て
契
約
し
て
し
ま
い
、
後
に
な
っ
て

解
約
し
た
い
と
の
相
談
が
各
地
の
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
や
市
に
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

と
に
か
く
、
通
常
で
は
あ
り
え
な

い
よ
う
な
利
益
が
出
る
と
か
、
絶
対

に
も
う
か
る
と
言
っ
て
勧
誘
す
る
商

法
に
は
、
た
い
て
い
落
し
穴
か
あ
り

ま
す
の
で
、
安
易
に
と
び
つ
か
な
い

よ
う
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

豊
田
商
事
の
相
談

県
下
で
一
七
五
件

な
お
、
県
下
回
か
所
の
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
豊
田
商
事

に
関
す
る
相
談
は
、
昭
和
五
十
七
年

四
月
一
日
か
ら
六
十
年
六
月
二
十
日

ま
で
に
合
計
百
七
十
五
件

(
契
約
総

額
約
七
億
一

千
五
百
万
円
)
に
の
ぼ

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
上
回
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
管
内
で
は
、
合
計
十
二

件
(
契
約
総
額
約
四
千
五
百
万
円
)

と
な
っ
て
い

ま
す。

被
害
者
を
年
代
別
の
割
り
合
い
で

み
る
と
、
三
十
代
二
二
・
五
%
、
六

十
代
一
二

・
九
%
、
五
十
代
一
七

・

九
%
、
七
十
代
一
一
了
六
%
な
ど
と

な
っ
て
い
て
、
主
婦
や
お
年
寄
り
が

L
nMw
a
hリ

i
n
υ
hN
Hh
'
y
l
、
h
ド
ふ
+
か
み

i
d
o

者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

お
願
い
・
:
お
も
ち
ゃ
を
御
寄
付
い
た

だ
け
る
方
、
御
寄
付
く
だ
さ
い
。

フ
ァ
ミ
リ
ー

ゲ
ー
ト
ボ
I
ル
大
会
に

御
参
加
を

社
会
課
高
齢
者
婦
人
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
3
7
8

高
齢
者
と
若
い
世
代
(
お
母
さ
ん

・

小
中
学
生
)
と
の
交
流
、
健
康
づ
く

り
を
図
る
た
め
、
市
は
上
田
市
福
寿

ク
ラ
ブ
連
合
会
と
共
催
で
「
フ
ァ
ミ

リ
ー
ゲ

l
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
を
開
催

し
ま
す
。

大
勢
の
皆
さ
ん
、

御
参
加
く
だ
さ

と

き

:
・八
月
六
日
附
(
雨
天
の
場

合
は
九
日
樹
)

と
ニ
ろ
・
:
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
-

ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
コ
l
卜

参
加
資
格
・
・
・
上
田
市
民

チ
l
ム
編
成
・
:
一
チ

l
ム
十
人
以
内
。

内
容
は
六
十
歳
以
上
(
男
女
一
名

以
上
と
す
る
)
、

小
中
学
生
(
小
学

生
の
み
で
も
よ
く
、
男
女
は
問
わ

な
い
)
、
五
十
九
歳
以
下
の
婦
人
と

し
、
各
区
分
へ
選
手
が
一
名
以
上

加
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
編
成
す
る
。

大
会
運
営
・:ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
協
会
の

皆
さ
ん
に
よ
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

蜘

T
込

$n
坤
喧
。
・
七
日
リ
二
十
九
日
間W
I

?

に
大
会
申
込
書
に
よ
り
、
高
齢
者

福
祉
セ
ン
タ
ー
内
老
連
事
務
局
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
・
・
・
申
込
書
な
ど
詳
細
に
関
し

て
は
、
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
さ

ん
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

老
人
介
護
の

上
小
地
方
事
務
所
厚
生
課

婦
人
就
業
相
談
員

宮
⑫
1
2
6
0
内
線
3
1
1

技
術
講
習
会
を
開
催

県
婦
人
就
業
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

で
は
、
就
業
を
希
望
す
る
婦
人
の
皆

さ
ん
を
対
象
と
し
た
、
技
術
講
習
会

(
老
人
介
護
)
を
開
催
し
ま
す
。

期

間

:
・八
月
二
十
日

ωi九
月
二

十
六
日
闘
の
各
週
三
日
ま
た
は
四

B
(
計
二
十
一
日
間
)
、
午
前
九
時

三
十
分
か
ら
午
後
三
時

会

場

:
・
上
田
市
役
所
南
庁
舎

内

容

:
・
老
人
介
護

受
講
者
:
・二
十
一
日
間
す
べ
て
受
講

で
き
る
婦
人

募
集
人
員
:
・
二
十
名

受
講
料
:
・
無
料
(
た
だ
し
、
教
材
費

な
ど
は
自
己
負
担
)

申
込
期
間
・
・
-
八
月
五
日
川
1
八
日
刷

恥
悶
ド
、
抗
日
体
ゆ

AV---十
lh
l巾

'
um唱
私
h
J
ba
a
F
b弘
司

な
令
日

1'avも

r
d
?
ζ



-第 939

す
と
、
す
ぐ
に
セ
ー
ル
ス
マ
ン
が
訪

問
し
、
言
葉
巧
み
に
購
入
を
勧
め
ま

f

契
約
の
と
き
・

5
A
「
実
は
J
U
勺

第 939号~

「
サ
マ
l
Jれ
小
宝
く
じ
」

予
約
を
受
付
中

「
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
」
の

予
約
申
し
込
み
が
、
七
月
十
六
日
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。

賞
金
は
、
一
等
三
千
万
円
で
前
後

世
合
わ
せ
て
五
千
万
円
で
す
。
さ
ら

に
、
デ
ラ
ッ
ク
ス
・
カ

l
賞
七
百
万
円

(
六
百
本
)
、
マ
イ
カ
ー
賞
三
百
万
円

(
千
五
百
本
)
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
全
国

の
市
区
町
村
の
災
害
対
策
な
ど
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。

予
約
申
込
期
間
・
:
七
月
十
六
日

ω
1

同
二
十
五
日
附
(
当
日
消
印
有
効
)

予
約
申
込
先
:
・
①
全
国
の
宝
く
じ
売

場
で
「
予
約
券
」
の
申
し
込
み
、

②
官
製
往
復
は
が
き
を
使
っ
て
「
干

l
o
o
-
東
京
中
央
郵
便
局
留
置

第
一
勧
業
銀
行
宝
く
じ
部
」
へ
の

申
し
込
み
(
往
復
は
が
き
の
表
面

に
申
込
先
、
申
込
人
の
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
を
記
入
し
、
横
に
「
宝

く
じ
」
と
赤
色
で
書
き
、
四
角
で

囲
ん
で
く
だ
さ
い
。
裏
面
に
「
サ

マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
」
と
だ
け
書
い
て

く
だ
き
い
。
返
信
は
が
き
の
表
面

に
は
申
込
人
の
郵
便
番
号
、
住
所
、

だえつ-ω 一一一昭和60年 7月16日 広報

様
の
手
口
で
被
害
に
あ
う
例
も
全
国

的
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た

高
問
中
広
川
肋
札
川
に

J
U
、
申
時
仲
札
川
高
間
口
同
生
ん
仙
初
防
帆

氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
)

そ
の
他
;
・
「
予
約
券
」
「
は
が
き
」
一

枚
で
二
十
枚
ま
で
予
約
で
き
ま
す
。

お
も
ち
ゃ
図
書
館

毎
週
土
曜
日
に
開
館

社
会
福
祉
法
人
・
上
田
明
照
会

宝
池
園
付
属
「
お
も
ち
ゃ
図
書
館
」

宮
⑧
3
3
3
4

上
田
宝
池
園
付
属
「
お
も
ち
ゃ
図

書
館
」
で
は
、
毎
週
土
曜
日
に
、
障

害
を
も
っ
子
供
さ
ん
、
発
達
に
遅
れ

の
あ
る
と
思
わ
れ
る
乳
幼
児
の
皆
さ

ん
、
ま
た
六
歳
ま
で
の
健
常
の
子
供

さ
ん
に
、
お
も
ち
ゃ
の
貸
し
出
し
を

し
て
い
ま
す
。

年
齢
や
障
害
の
程
度
に
応
じ
た
正

し
い
お
も
ち
ゃ
の
遊
ば
せ
方
も
指
導

し
ま
す
の
で
、
御
利
用
く
だ
さ
い
。

開
館
日
時
・
・
・
毎
週
土
曜
日
午
前
九
時

か
ら
午
後
三
時
(
た
だ
し
第
三
週

の
み
金
曜
日
)

開
館
場
所
・
:
宝
池
園
付
属
・
お
も
ち

ゃ
図
書
館
(
市
内
中
央
五

l
九

二
九
)

貸
し
出
し
数
・
:
一
人
二
点
以
内

貸
し
出
し
期
間
・
:
二
週
間
以
内
(
返

却
は
開
館
日
で
す
)

そ
の
他
:
・
来
館
の
時
は
、
必
ず
保
護

ねな 7し
らっ%
わて
れい七

てて十
い、代

ま主 ー
す婦二
。や ・

おプて
年%
寄 な
りど
カf と

者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

お
願
い
・
:
お
も
ち
ゃ
を
御
寄
付
い
た

だ
け
る
方
、
御
寄
付
く
だ
き
い
。

「
野
生
薬
草
に

親
し
む
会
」
を
開
催

保
健
予
防
課
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線

2
8
8

有
線
②
0
7
2
1

県
と
上
田
薬
剤
師
会
の
主
催
で
、

次
の
と
お
り
「
野
生
薬
草
に
親
し
む

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
当
日
は
、

試
験
地
に
栽
培
さ
れ
て
い
る
薬
草
を

観
察
し
た
り
、
専
門
家
の
薬
草
に
つ

い
て
の
お
話
が
あ
り
ま
す
。

参
加
料
は
無
料
で
、
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
量
食
を
お
持
ち
に

り
、
現
地
へ
集
合
し
て
く
だ
さ
い
。

と
き
:
八
月
九
日
働
午
前
十
一
時

か
ら
午
後
三
時
ま
で

と
こ
ろ
:
・
真
田
町
大
字
長
字
十
の
原
・

長
野
県
菅
平
薬
草
栽
培
試
験
地
(
雨

天
の
時
は
、

ロ
ッ
ジ
あ
づ
ま
や
)

講
師
:
・
上
田
保
健
所
・
牧
環
境
衛

生
課
長
、
薬
草
指
導
員
ほ
か

そ
の
他
・
・
・山
歩
き
で
き
る
服
装
で
参

加
す
る
こ
と
。
薬
草
の
採
取
は
で

き
な
い
の
で
、
移
植
ご
て
、
胴
乱

な
ど
は
持
参
し
な
い
こ
と
。

大
会
運
営
・
:
ゲ
ー
ト
ボ

l
ル
協
会
の

皆
き
ん
に
よ
り
実
地
き
れ
ま
す
。

申
込
方
法
・
・
・
七
月
二
十
九
日
開
ま
で

申申
込込1;.-
先期 ε
。聞は
上 j 自
小八己
地月負
方1i但
事日)

警(1j)
P可 i
摩 j

主 H
(t;) 

8月の乳幼児健康診査
。受付時間は、いずれも午後 1時から 2時。

。母子健康手帳とパスタオル(4・10か月児)、ノ、ブラシ (1歳 6
か月児)をお持ちくだきい。 また、 1歳6か月児は赤ちゃん
手帳の中にある健康診査票を記入してお持ちくださし、。

dヱhミ 士義 健 診 実施日 対 象 児

4か月児
8月2日 60年 3月16日-3月31日生

8月20日 60年4月1日-4月15日生

10か月児
8月8日 59年 9月16日-9月30日生|

上田市保健センター 8月21日 59年10月1日-10月15日生
(市役所南庁舎2階) 8月9日 59年 1月16日-1月31日生

1歳6か月児
8月23日 59年 2月1日-2月15日生

3 歳児
8月26日 57年 7月1日-7月15日生

8月28日 57年 7月16日-7月31日生

4か月児
8月6日

60年 3月16日-4月15日生
温国母子健康センター

10か月児 59年 9月16日-10月15日生(極田地区)

3歳児 8月29日 57年 6月1日-7月31日生

4か月児 60年 3月16日-4月15日生
川西社会福祉センター

10か月児 8月7日 59年 9月16日-10月15日生{川西地区)

l歳6か月児 59年 1月16日-2月15日生

※駐車場が手狭のため、なるべく車でのおいでは御遠慮ください。



引
「
上
小
地
方
の
民
話
」
を

一
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

旧

宮

③

2
0
0
0

白
川年

N
T
T
上
田
電
報
電
話
局

宮
⑫
0
1
0
0
(
無
料
)

え

N
T
T
上
田
電
報
電
話
局
で
は
、

七
月
か
ら
「
民
話
」
テ
レ
ホ
ン
サ
ー

ビ
ス
を
始
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
上
小
地
方
を
中
心
に
集

め
ら
れ
た
民
話
を
、
お
年
寄
り
か
ら

子
供
き
ん
ま
で
楽
し
く
聞
い
て
い
た

だ
け
る
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。

期
間
・
:
昭
和
六
十
年
七
月
か
ら
六

十
二
年
三
月

電
話
番
号
:
・
⑧
2
0
0
0
(有
料
)

提
供
周
期
・
:
二
週
間
毎
に
テ
ー
プ
を

入
れ
替
え
ま
す
ご
回
三

1
五
分
、

夏
休
み
期
間
中
は
一
週
間
毎
で
す
)

資
料
提
供
・
・
・
上
回
女
子
短
期
大
学
編

集
「
上
田
盆
地
の
民
話
」

つ広報

西
部
公
民
館
で

子
供
生
活
講
習
会
を

開
催
し
ま
す

年~j: 
車、 上

i小 田
で学 友
の校の
千ニ 会
供年(
F生 消
んか費
をら者
対中 団
象学 体
に校)
、三で

口
u

唱

'
A

白
川

1=1 
下王

次
の
よ
う
な
講
習
会
を
計
画
し
て
い

ま
す
。

と

き

・
:
七
月
二
十
九
日
開
午
前
九

時
三
十
分
か
ら
午
後
零
時
三
十
分

と
ニ
ろ
:
・
西
部
公
民
館
実
習
室

内

容

・
:
①
お
や
つ
の
ス
ラ
イ
ド
上

映
②
「
子
ど
も
読
本
」
の
輪
読
③

小
遣
い
帳
の
つ
け
方
④
調
理
実
習

(
オ
ム
ラ
イ
ス
・
ロ
ッ
ク
ケ
ー
キ

な
ど
)

持
ち
物
:
・
エ

プ
ロ
ン
・
三
角
巾

材
料
費
・・
・
五
百
円

定
員
・
:
先
着
四
十
名

申
込
先
・
:
上
回
友
の
会
(
山
口
明
子

き
ん
宮
⑫
3
2
1
0
)

「
上
回
根
っ
こ
の
会
」

新
入
会
員
を
募
集

「
上
田
根
っ
こ
の
会
」
で
は
、
新

入
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

こ
の
会
は
、
身
体
的
ハ

ン
デ
ィ

と

闘
っ
て
い
る
人
た
ち
の
書
き
つ
づ
っ

た
詩
に
、
メ
ロ
デ
ィ
ー
を
つ
け
歌
と

し
て
発
表
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人

の
優
し
き
、
生
き
る
強
さ
を
多
く
の

人
た
ち
へ
伝
え
て
い
こ
う
と
い
う
サ

ー
ク
ル
で
す
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

ハ
ン
デ
ィ
を
持

っ
た
人
た
ち

へ
の

正

し
い
理
解
、
共
感
の
輪
を
広
げ
、
地

域
に
根
ざ
し
た
文
化
活
動
の
発
展
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
活
動
は
、
コ

ン
サ
ー
ト
を

年
三

1
五
回
、
福
祉
施
設
訪
問
、
福

祉
イ
ベ

ン
ト
へ
の
参
加
な
ど
の
ほ
か
、

さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も

行
っ
て
い
ま
す
。
歌
が
好
き
で
コ
ン

サ
ー
ト
で
う
た

っ
て
み
た
い
方
な
ど
、

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
み
た
い

方
は
、
次
へ
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
・
:
上
田
根
っ
こ
の
会
会
長

・

清
水
義
喜
(
宮
⑧
2
3
7
7
)

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

一
雇
用
保
険
に

加
入
し
て
い
ま
す
か

上
回
公
共
職
業
安
定
所

雇
用
保
険
課
宮
⑫
6
3
6
3

雇
用
保
険
は
、
全
産
業
の
雇
用
労

働
者
を
対
象
と
し
た
、
国
の
保
険
制

度
で
す
。

雇
用
保
険
制
度
の
目
的
は
・
:
①
労

働
者
が
失
業
し
た
場
合
に
必
要
な
給

付
を
行
い

、
労
働
者
の
生
活
の
安
定

を
図
る
と
と
も
に
、
求
職
活
動
を
容

易
に
す
る
な
ど
、
そ
の
就
職
を
促
進

す
る
た
め
の
失
業
給
付
を
行
い
ま
す
。

②
労
働
者
の
職
業
安
定
の
た
め

の
失

業
予
防
、
雇
用
機
会
の
増
大
、
一
一
雇
用

出隅止氾
の
崎
は
蓮
司
、
向
労
働
問
怠
由
化
比
h
M
の
開
閉
阜
丸

向
上
、
そ
の
他
労
働
者
の
福
祉
の
増

進
を
は
か
り
ま
す
。

労
働
者
を
一
人
以
上
雇
用
す
る
事

業
所
は
、
雇
用
保
険
の
強
制
適
用
(
農

林
水
産
業
の
労
働
者
、
五
人
未
満
の

個
人
経
営
の
事
業
を
除
く
)
と
な
り

ま
す
。
ま
だ
加
入
さ
れ
て
い
な
い
事

業
所
は
、
速
や
か
に
上
回
公
共
職
業

安
定
所
に
加
入
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
加
入
手
続
き
、
事

務
処
理
の
一
切
を
事
業
主
に
代
わ
っ

て
行
う
国
の
認
可
を
、つ
け
た
「
労
働

保
険
事
務
組
合
」
も
あ
り
ま
す
。

加
入
方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、

上
田
公
共
職
業
安
定
所
雇
用
保
険
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
断
酒
会
」

「
断
酒
家
族
の
会
」
に

お
で
か
け
を

保
健
予
防
課

宮
⑫
4
1
0
0
内
線

2
9
0

酒
を
や
め
た
い
と
思
っ
て
も
、
な

か
な
か
や
め
ら
れ
な
く
て
悩
ん
で
い

る
人
、
ま
た
そ
の
家
族
の
皆
さ
ん
、

ど
う
ぞ
断
酒
会
、
断
酒
家
族
の
会
へ

お
で
か
け
く
だ
き
い
。

〈
断
酒
会
〉

と

き

1
毎
週
木
即時日
午
後
七
時

'hrrり
も
凡
酔
時

~ 

ルで、聞か

ぎの仕方

と
ニ
ろ

l
上
田
勤
労
者
福
祉
セ
ン

タ
ー

〈
断
酒
家
族
の
会
〉

と

き

1
毎
週
月
曜
日
午
後
七
時

か
ら
八
時
三
十
分

と
こ
ろ
U
上
田
市
福
祉
会
館

〈
断
酒
会
本
人
の
会
〉

と

き

リ

毎
週
水
曜
日
午
後
六
時

三
十
分
か
ら
九
時

と
ニ
ろ
H
H
西
部
公
民
館

精
神
障
害
者
家
族
会
に

お
で
か
け
を

精
神
障
害
者
家
族
会
事
務
局

宮
(⑩
3
2
4
7
(午
後
だ
け

精
神
障
害
者
家
族
会
で
は
、
患
者

に
よ
く
な
っ
て
も
ら
う
に
は
家
族
は

ど
う
し
た
ら
よ
い
か
を
学
ん
だ
り

体
験
を
話
し
合
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

こ
の
会
は
、
毎
月
第
一
金
曜
日
に
開

か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

で
か
け
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
回
復
者
の
共
同
作
業
所
を

運
営
し
、
家
族
と
い

っ
し
ょ
に
作
業

し
な
が
ら
語
り
あ
え
る
場
作
り
も
し

て
い
ま
す
の
で
、
御
利
用
く
だ
さ
い
。

と

き

:
・
毎
月
第
一
金
曜
日
午
後
一

時
三
十
分

bz:、
A
，
0

・1ζ
、
羽
チ
官
官
担
割
叫
礼

-
A
ζ
ι
E

E見ィi.l

( + 105) 

(+ 65) 

(十 40)

(+ 51) 
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